
あなたの周りの身近な出来事や話題をお寄せください。

〒811-3293（住所不要）
福津市役所広報秘書課 広報ふくつ行
☎43・8113
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１月３０日神興東小学校で、恒例のもちつき大
会が行われました。雪が舞い散る中、多くの人た
ちが参加し、ちびっこたちも一生懸命にきねを振
り降ろし、もちをつき上げていました。出来上が
ったもちは、雑煮やあんこもちなどにして振る舞
われ、皆さんおいしそうに食べていました。

神興東郷づくり「もちつき大会」

【吉村　邦夫】

１月２９日、天気予報で今季最大の寒波の予報が
出されました。予報通り翌日は一日中綿雪が降り続
き、いつもの散歩コースは、風と雪だけの世界です。　
今年は新年早々雨ばかり。その後真冬日の続く毎

日でしたが、白くなった庭を眺めたり、舞い散る雪を
窓から見たりするのも、たまにはいいかなと思い
ました。

冬景色

【福﨑　信一】

２月３日、天候も良く久しぶりに気温も高くな
り、旧正月の祭事とも重なって、神社の境内に
は、たくさんの人たちが豆まきに参加しました。
裃
かみしも

姿の年男と年女たちが、お払いを済ませた
後、「鬼は外、福は内」と声を上げながら、豆を
まいていました。

宮地嶽神社で節分祭

【藤山　謙治】

１月２７日、大和保育所年長組の園児が、市食
生活改善推進会の指導のもと、みそ作り体験をし
ました。園児たちは、大豆を袋に入れて足でつぶ
したり、こうじを手でほぐしたりして、全身で楽
しんでいました。出来上がったみそは、卒園日に
渡され、食の大切さを実感させるそうです。

大和保育所園児がみそ作り体験

【山本　武利】

１２月３１日悪天候の中、年の瀬恒例の「結びの夕
陽」が行われ、津屋崎海岸に沈む夕日を見ようと約２０
０人が集まりました。残念ながら夕日を見ることはで
きませんでしたが、津屋崎少年少女合唱団の歌声や津
屋崎郷づくり活性化部会の手作りそばが、皆さんを温
めてくれました。午後５時１７分にカウントダウンを
して、今年の結びとなりました。

ＪＲ福間駅のみやじ口（西口）とさいごう口（東
口）を結ぶ自由通路が完成し、２月４日に開通記
念式典が行われました。式典で小山市長は「長年
の念願がかなった。これで駅もより利用しやすく
なる」と話しました。
自由通路（長さ約６０メートル、幅約６メート

ル）の両側壁面には、「私だけの風景」をテーマに
募集した市内の風景写真７５点がパネル展示さ
れています。
また、自由通路の開通に合わせて、改札口前に

市行政・観光情報ステーションを開設。市観光協会
が入り、観光情報を提供するほか、住民票や税証明
などを発行する自動交付機、市立図書館で借りた
本を返却できるポストも設置されています。

東西がつながりました

▲開通を記念して、テープカットをする市長（右から３人目）たち▲津屋崎少年少女合唱団の美しいハーモニーが響き渡りました

福間駅自由通路オープン

夕日を見ながらカウントダウン
津屋崎海岸で「結びの夕陽」

１月７日あんずの里市で、春の七草「せり、なずな、ご
ぎょう、はこべら、ほとけのざ、すずな、すずしろ」の入っ
た七草がゆ約４,０００食が準備され、訪れた皆さんに振
る舞われました。
大人も子どもも、この１年の健康を願いながら、おい

しそうに食べていました。

▲小さな子どもたちもおいしそうに食べていました

無病息災の願いを込めて
あんずの里市で七草がゆ
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丸山
まるやま

愛斗
ま な と

ちゃん
平成２２年３月３０日生

畦町区

愛斗いつもニコニコ
笑顔をありがとう!!
これからも元気にすく
すく育ってね♥

●広報ふくつでは「みんな大好き！わが家の宝」に登場してく

れる１歳から６歳程度のお子さんを募集しています。●お子さ

んのお名前・生年月日・住所（行政区）・お子さんへのメッセージ

をご記入の上、写真を添えて申し込みください。●締め切りは、

掲載希望号の前月１日です。

募集しています

市広報秘書課（福間庁舎）
☎４３・８１１３（直）

申込・問い合わせ

２月８日津屋崎小学校で、「津屋崎の塩文化を知る」と
題して、６年生を対象に特別授業が行われました。授業
の講師は、九州工業大学院生の船場文博さんで、にぎわ
っていた頃の津屋崎塩田のことを、古い写真や当時の建
物を再現したイラストなどを使いながら話しました。また、
当時の塩の作り方を詳しく説明できる児童もいて、船場
さんは驚いていました。

津屋崎の塩文化を知る
九州工業大学院生が小学校で特別授業

２月４日から３日間ふくとぴあで、「歩こう会」発足２０周年を
記念して、会員の趣味の作品展が開催されました。陶芸や写
真、絵画、書、彫刻、手工芸などの作品が数多く展示され、訪
れた人は、会員の見事な作品をじっくりと観賞していました。「福
津市歩こう会」は、歩くことでの健康づくりと仲間づくりを目的に活
動し、地域の活性化にも大きく貢献しています。

▲見事な能面の作品

２０年の「歩み」を記念して
福津市歩こう会が２０周年記念展を開催

１月１５日、市中央公民館で「認知症の人を、地域
で支えるまちづくり」事業が開催され、認知症予防事業
の取り組み発表やパネル展示などが行われました。ま
た、「あなたの老後をまもるために～認知症改善・維
持、そして予防へ～」と題して講演会も行われ、来場者
は現場の体験談に熱心に耳を傾けていました。

▲講師を務めた特別養護老人ホーム「永寿園（大川市）」園長
の山崎律美

や ま さ き り つ み

さん

地域で支えよう
福津市認知症啓発支援事業を開催

▲児童たちの前で授業を行う船場さん

２月３日福間南小学校で、南小学校まちづくり協議
会の「きらきらさんグループ」２５人が、昔ながらの遊び
を１年生に教えました。児童たちは、おはじき、お手
玉、羽根突き、メンコ、こま回しなどの遊びを、それぞ
れのグループに分かれて体験。「難しかったけれど楽
しかった。もっと上手になりたい」と話していました。

▲お手玉を楽しむ児童たち

昔の遊びは楽しいよ
福間南小学校の児童が昔遊びを体験

「新任教員の指導で優れた成果をあげている」として、
神興東小学校の猿樂

さるがく

寛子先生が、文部科学大臣から優秀
教員として表彰され、２月２日に市長を表敬訪問しました。
猿樂先生は「これからも新任教員に対する指導や、子ど

もたちに夢と希望を与えられる先生を目指し頑張ってい
きます」と話していました。

▲左から田中校長先生、猿樂先生、小山市長

子どもたちに夢と希望を
文部科学大臣優秀教員表彰報告会

１月２３日、市中央公民館で、市子ども会育成会
連合会の第６回子どもフェスティバルが開催されま
した。かるた大会、将棋大会、竹細工のほか、オセ
ロ大会やバルーンアート、和太鼓、紙飛行機飛ばし
など、盛りだくさんの内容でした。その中でも、東海
大学付属第５高等学校の先生と生徒たちによる科
学実験教室は大好評で、子どもたちも興味津々でい
ろいろな体験をしていました。
また、福間中学校と津屋崎中学校の生徒たちも

ボランティアで参加し、いろいろなイベントの手伝
いをしました。
大人子ども合わせて５００人を超す参加者があ

り、大盛況でした。

いろいろな遊びがいっぱい

▲風船がいろいろな形に様変わり

第６回子どもフェスティバルを開催


